
別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （ 社会福祉法人などや福祉施設協会 ）

事業所名 （特別養護老人ホームなごやかハウス名楽）

サービス種別（介護老人福祉施設）

’

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助 マッスルスーツEveryソフトフイット

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1日 4台 ／ 令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

雇震轤罰螺麓轌換等において腰部にかかる負担を低減することで
導入決定後→業者と契約→令和2年12月1日納品(予定)→使用研修実施→使用状況検証

→導入効果報告

【倫理面への配慮】

利用者の尊厳プライバシーなどを十分に考慮し、機器利用前に利用者・家族への説明を十分に

し、了承を得た上で、 ロボットを使用します。

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

つ職員が単身で多数のご利用者のケアを行う夜勤帯でのベッド上の排泄介助や体位変換等「中腰」

で行うケアは腰部への負担が大きく、腰痛へと繋がるリスクが大きいことからロボットの導入によ

り職員の腰部に係る負担を軽減して腰痛の予防を図る。

O入浴介助時は、移乗、立位保持、洗身・洗髪等複雑なケアをマンツーマンで行う必要があるが、

座期しない動きをされるご利用者も多いため、 ロボットの導入により確実に対応できるようにして

介護事故の防止を図るとともに、従来2人で対応していたケースでは1人対応にして業務の省力ｲヒ

を図る°

O上記業務改善を通して、職員にとって心身の負担の少ない働きやすい職場環境の醸成を図る°

※当施設は、 ご利用者・職員双方にやさしいノーリフテイングケアの導入を進めているが、それだ

|ﾅでは解決できない上記の問題についてロボットの導入で改善を図るものである。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

○ノーリフテイングケアの導入と合わせて、 ロボットを導入することで、職員．ご利用者双方の心

身を守るやさしいケアが展開できる。

○職員の腰部への負担が大きく軽減され、腰痛予防が図られることで、年齢を重ねても介護業務に

従事することが可能となり、職員の安定雇用が図られる。

○ロボットのパワーアシストを借りることで、従来なら事故(職員の腰痛、ご利用者の転倒・転落）

ら至ったケースを未然に防ぐことが可能となる。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （社会福祉法人などや福祉施設協会

事業所名 （特別養護老人ホームなごやかハウス名西

サービス種別（ 介護老人福祉施設

ｊ
ｊ
ｊ

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助 マッスルスーツEveryソフトフイット

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1日 2台

／

令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

二
事業概要及び導入スケジュール】

移乗・排泄・入浴など日常の介助において腰部にかかる負担を低減することで、腰痛を

引き起こすリスクを減らす。

導入決定後→業者と契約→令和2年12月1日納品（予定）→使用研修実施→使用状況検証

→導入効果報告

【倫理面への配慮】

利用者の尊厳、プライバシーなどを十分に考慮し、機器利用前に利用者・家族への説明を

十分にし、了承を得た上でロボットを使用します。

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

○介護職員が単身で多数のご利用者のケアを行う夜勤帯でのベッド上での排泄介助や体位変換等

｢中腰」で行うケアは腰部への負担が大きく、腰痛へと繋がるリスクが大きいことからロボット

の導入により職員の腰部に係る負担を軽減して腰痛の予防を図る。

○入浴介助時は、移乗、立位保持、洗身・洗髪等複雑なケアをマンツーマンで行う必要がある

P､予期しない動きをされるご利用者も多い為､ ロボットの導入により確実に対応できるように
して介護事故の防止を図るとともに、従来2人で対応していたケースでは1人対応にして業務の

省力化を図る。

○上記業務改善を通して、職員にとって心身の負担の少ない働きやすい職場環境の醸成を図る。

※当施設は、ご利用者・職員双方にやさしいノーリフティングケアの導入を進めているが、それ

だけでは解決できない上記の問題についてロボットの導入で改善を図るものである。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

○ノーリフティングケアの導入と合わせて、 ロボットを導入することで、職員．ご利用者双方の

心身を守るやさしいケアが展開できる。

○職員の腰部への負担が大きく軽減され、腰痛予防が図られることで、年齢を重ねても介護業務

に従事することが可能となり、職員の安定雇用が図られる。

○ロボットのパワーアシストを借りることで、従来なら事故(職員の腰痛、ご利用者の転倒・転

落)に至ったケースを未然に防ぐことが可能となる。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （ 山田指定居宅介護支援有限会社

事業所名 （ 山田指定訪問介護事業所

サービス種別（ 指定訪問介護

ｊ
ｊ
ｊ

【事業概要及

・当該機器α

補助により俳

○導入スケシ

の目吾入亘 更用状況様

倫理面への配鳫

畿器の伸用目的

職員の腰痛予ﾛ

職員の移乗介匂

ケアの臂の向｝

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助 マッスルスーツEvery

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年11月1日 1台／ 令和2年1 1月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

･職員の腰部への負担が大きく軽減され、腰痛予防が図られることで、腰痛による離職及び

休職を防ぎ、また年齢を重ねても介護業務に従事することが可能となり、職員の安定雇用へ

繋がる効果が期待できる。

．職員、ご利用者双方が安心できる介護の実践。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （社会福祉法人愛燦会

事業所名 （長寿の里・十四山

サービス種別（介護老人福祉施設

１
１
１

P

こより達成すべき目

の腰痛の軽減及び腰淵

安心して長く働ける贈

る身体面及び精神面a

介護負担の軽振

入居者の移乗鴎

幾器を使いこ力 の移乗うr助を賑

負担軽減や、様々な介助時に求

参乗介助による職員の負担軽撮

入居者へ安心安全に移乗ができ

｣寺引弼一 ニット内でα

『助時の安全

．鐸藏レナ戸Z芯R勺砧7K精ﾈ由F

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗サポートロボット Hug Ll-01(S)

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年11月1日 2 （ 令和2年11月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

2019年度に三菱総合研究所より実施された「ロボット介護機器開発．標準化事業現場実証支援業務」

に参加し「Hug Tl」で実証試験を行った。実証において入居者の生活動作に合わせた24時間どの場面

でも使用出来ており、その後も継続している。今回小型軽量化と操作方法の改良がなされたモデルによ

り、対象となる入居者が増えることと、介護職員の負担軽減を図るため導入する。

デモ機使用（同時に研修実施）→導入決定二業者と契約=ｳ令和2年11月機器納入→使用状況検証一

導入効果報告

【倫理面への配慮】

．入居者の尊厳、プライバシーを十分考慮する。

･入居者及び家族へ、説明と同意を得た上で使用する。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （ トヨタ自動車健康保険組合）

事業所名 （ﾄﾖﾀ自鱸憶餓鰯合老人雑鯖ｮｲｽﾃｲ）

サービス種別（ 介護老人保健施設 ）

Ｐ
Ｐ

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗サポートロボット FUJ I 移乗サポートロボットHug T1-02

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年11月16日 2台
（

令和2年11月16日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

〔概要〕介護老人保健施設のご利用者様に対するトイレ介助時の移乗において生じる

ご利用者様と介護職員双方の負担軽減を図る。

〔日程〕導入決定後→業者発注→令和2年11月納入→導入教育実施→

介護ロボットを使用した介助実施→導入結果を評価

【倫理面への配慮】

ご利用者様の尊厳やプライバシーを十分に考慮する。

ご利用者様及びご家族様へ介護ロボットの使用について説明・了承を得たうえで使用する。

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

①オムツを使用しているご利用者様が1日1回トイレで排泄ができるようにする。

②トイレで排泄できる取り組みを行うことでご利用者様の基本的欲求・自尊心を満たす。

③2名でトイレ介助している利用者様を1名で介助できるようにする。

④ご利用者様・介護職員の身体的・精神的負担を軽減する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

①ご利用者様が1日1回トイレで排泄が出来る。

②ご利用者様が、 トイレで排泄できる事で基本的欲求・自尊心を満たすことができる。

③介護職員が負担なく、 1名で対応できる。 （工数削減）

④ご利用者様がトイレにスムーズ行けるようになり、 トイレ介助における身体的・精神的

負担を軽減できる。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

（社会福祉法人福寿園 ）

(特別養護老人ホーム武豊福寿園）

（介護老人福祉施設 ）

法人名

事業所名

サービス種別

0

1

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助 離床アシストロボット リショーネPlus

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

ノ

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年11月15日 1

／

令和2年11月15日
令和年月 日から

令和年月 日まで
、

【事業概要及び導入スケジュール】

現在、職員2名で行っている移乗介助、特に寝たきりで、身体の大きい方の介助は職員の負担

が大きい。それに伴い、利用者からも遠慮の発言があり、職員・利用者の身体的、精神的負担が

大きい。機器導入により、双方の負担を軽減するとともに、安心で安全な移乗を行うことで、剛

床を促し、利用者の生活の質を向上させたい。

令和2年9月機器設置事前調査

11月機器導入、使用方法の説明会実施

【倫理面への配慮】

機器使用前に利用者、家族に説明し、了承を得る。施設サービス計画書で実施内容を記載し、

利用者、家族、職員間で情報の共有を図る°

■

機器が安全に使用できるように、操作方法の研修を受ける。

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

○移乗介助時に身体的・心理的負担に感じる介護職員の割合を導入前より低減させる。

○2人で行っていた移乗介助を1人で行えるようにする。

○定期的（6か月毎）に職員への効果をヒアリングし、 3年後も継続して使用する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

○職員の身体的・精神的負担の軽減。

○利用者の精神的負担やケガ等のリスク回避。

○1人介助により削減できた時間を、他の利用者の対応に活かす。

○最新機器の導入による職員の満足度向上。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （株式会社ライフスタイル・テン）

事業所名 （ヘルパーステーションあんのん）

サービス種別（訪問介護 ）

P

1
人により達成すべき日標l (

ﾖの軽減（移乗の際、腰部へ0

と導入することで腰痛症の予1

勺・精神的負担の軽減を図る

屋ｲk券同ろ（2人介助から1j

厨〕 山
◎

瀞邑のｲ信垂‘

(注）

･導入する介護ロボッl､ごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介護 Hug-tl -02

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年11月1日 1台 イ 令和2年11月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

事業概要

"ヘルパーステーションあんのん"の利用者の生活動作に関わる移乗の際に生じる利用者と介詔

職員双方の負担軽減を図るため。

導入スケジュール

申請→補助金交付決定後‐業者に報告し、速やかに導入する。 （令和2年度 11月導入予定）

【倫理面への配慮】

ご利用者様及びご家族様に対し使用目的の説明を行い、ご理解を頂いた上で適切に使用する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

ゾニ人介助で行っている一部のご利用者のトイレ誘導・移乗が職員一人で行うことが出来る。

γ小柄な方や、女性の介護職員の介護負担の軽減につながる。

ゾ移乗が効率的に行えることで、時間の短縮が出来、他の作業の効率化につながる



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （ブラザー健康保険組合

事業所名 （老人保健施設瑞穂

サービス種別（介護老人保健施設

ｊ
ｊ
ｊ

y方"

幾器納入一使用研修実施一使用状況の核

隆年度毎に使用状況報苦

よび軽減

中陣容熱でC

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること．

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助、排泄介助 マッスルスーツEvery

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年11月1日 8 ／
令和2年11月1日

令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

・これまで移乗困難なご利用者の移乗介助は特定の職員や2人介助で実施していたが、

パワースーツの導入により、多くの職員が移乗介助することができる。

また作業にあたる職員を減ずることができる。

･職員およびご利用者双方が安心してケアに臨めることができる．

・ロボットの活用により職員のケアに対する負担軽減を図ることができ、怪我や病気の

発生を防止し職員の離職率の低減や採用への効果が期待できる。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画害

法人名

事業所名

サービス種別

(社会福祉法人仁至会 ）

(介護老人保健施設ルミナス大府）

(介護老人保健施設）

【事業概要及

Z位保持困舞

胃予防を図る

誰率のロポ､､』

多乗、衣類の交換等のI

吏用状況様

喉へのｲ宙席

芯日勺色1石房"梅力堅涯

ﾕの軽減により腰痛予防を区

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗サポートロボット Hug Tl-02

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1

日
1

＜

令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

重度のご利用者の介助を1人で行えることで、他のご利用者への必要な見守りのための人員確

保ができ、事故防止につながる。

腰部への負担を軽減し腰痛予防が図れることから年齢を重ねた職員でも介護業務に従事するこ

とが可能となり職員の人材確保につながる。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名（社会福祉法人すいと福祉会）

事業所名（特別養護老人ホームふあみりい恕苑）

サービス種別（介護老人福祉施設）

P

』 鐸1戸率生1 .や甘一1ﾉ、H亜斗雷‘

’

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助
パワーアシストスーツ「マッスルスーツEvery」

株式会社イノフィス

導入時期

【予定】

導入台

(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1日 1台

Ｊ

令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

事業概要

当該機器の導入により、介護職員の業務負担を軽減するとともに、腰痛予防に役立てる。

導入スケジュール

交付決定後に速やかに導入する。介護職員を対象に機器使用の説明会を開催する。導入後は

生活支援委員会において、得られた効果や使用状況について定期的に検証する。

【倫理面への配慮】

入居者や家族に対して機器使用による効果を説明し、その同意を得たうえで使用を開始する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

･負担の少ない介護を推進することにより、高齢者の安定雇用につながる。

･職員と入居者の双方が安心できる介助を安全な方法で提供できる。

･移乗介助時の入居者の負担や事故などの危険性を軽減できる。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （社会福祉法人薫徳会 ）

事業所名 （ﾃ．ｲｻｰﾋ'ｽｾﾝﾀｰｴｲｼ' トピア諸輪）

サービス種別（地域密着ﾉ』通所介護 ）

’

9

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗支援(装着型） イノフィスマッスルスーツEVERY

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

良

令和2年10月31日 2台

【事業概要及び導入スケジュール】

＝

令和2年10月31日
令和年月 日から

令和年月 日まで

･介護職員の移乗などに係る身体的負荷の低減のため、移乗支援用マッスルスーツを導入する。

･導入時期：令和2年10月31日

L

【倫理面への配慮】

･装着をしての移乗に拒否を示されたご利用者に対しては装着使用を控える。

ー

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

･介護職員の移乗などに係る身体的負荷の低減

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

･介護職員の身体的負担軽減効果

･介護時間の短縮

･移乗による事故の低減



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （社会福祉法人華陽会

事業所名 （特別養護老人ホームサービスネッ

サーピス種別（介護老人福祉施設

）

トワーク南陽）

）

Ｐ
〆

(注） ．

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助機器（非装置型） 離床アシストベッド リショーネPLUS

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1日 2
4

令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

特別養護老人ホームの利用者へ離床介助を行う際に生じるベッドから車椅子への車椅子からべ

ツドヘの移乗時の利用者、職員双方の負担軽減を図り、利用者がより安全で快適に離床できる

ことや職員の腰痛を誘発する要因を軽減する。

令和2年8月機器導入事前調査

令和2年9月業者による機器導入説明会．デモンストレーション

令和2年12月機器導入使用方法説明会

導入後1ヶ月使用状況確認

3ヶ月を目安に導入効果検証

【倫理面への配慮】

機器使用前に利用者の不安・プライバシーに十分配慮し、利用者・家族への説明を行い、理解

を得た上で使用する。また、安全に使用できるように、操作方法や活用方法を職員で共有しり

スク管理を行う。

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

･移乗介助の身体的・精神的な負担を軽減し、腰痛に伴う業務内容の限定、休職・離職を導入

前より低減させる。

･移乗ふたり介助をひとり介助とすることが可能になり、職員のマンパワー不足を軽減する。

､移乗用吊り下げリフトが身体的理由により使用できない方への対応ができ、利用者のQOL

を拡大する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

･利用者の移乗介助時に生じる身体的・精神的負担軽減、活動性の向上。

･利用者の移乗介助時に生じる負担や外傷（内出血・表皮剥離）等のリスク軽減。

･職員の移乗介助時に生じる身体的・精神的負担軽減及び腰痛予防。

･移乗ふたり介助をひとり介助とすることが可能になり、職員のマンパワー不足の解消。

・ノーリフトケアの推進によるリクルート効果。



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （社会福祉法人華陽会 ）

事業所名 （特別養護老人ホームサービスネットワーク南陽）

サービス種別（介護老人福祉施設 ）

計子への移乗の際に使用するこ4

tることで利用者一職昌の双方0

|こより、利用

負担軽減を区

到り．環境改

首のトイレク｢助、

里なく安全に移凍

･OQLの向卜忍

序機能を沽かI
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Ｆ
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羽者の不霧 ・琴Ⅲ銑

や活犀

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗サポートロボット Hug
〆

rl-02

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1日 2 （ 令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

･利用者の個々の状態をアセスメントし使用が可能な方のピックアップを行い、利用者のAD

Lが向上する。

･利用者の体を持ち上げる介護ロボットを導入することで移乗介助の身体的・精神的な負担を

軽減し、腰痛に伴う業務内容の限定、休職・離職を導入前より低減させる。

･移乗ふたり介助をひとり介助とすることが可能になり、職員のマンパワー不足を軽減する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

･職員の移乗介助時に生じる身体的・精神的負担軽減及び腰痛予防。

･職員によってことなる移乗動作や不安定な状態を排除することで、職員指導の統一化を図

り、利用者、職員の双方の安心感を得る。

･移乗ふたり介助をひとり介助とすることが可能になり、職員のマンパワー不足の解消。

・ノーリフトケアの推進によるリクルート効果。 ‐ 6



別紙1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入計画書

法人名 （社会福祉法人華陽会 ）

事業所名 （特別養護老人ホーム華の郷南陽）

サービス種別（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護）

Ｐ
Ｐ

（注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

移乗介助機器（非装置型） 離床アシストベッド リショーネPLUS

導入時期

【予定】
導入台(セット)数

購入日

【予定】

リースの契約期間

【予定】

令和2年12月1日 1

I

令和2年12月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【事業概要及び導入スケジュール】

特別養護老人ホームの利用者へ離床介助を行う際に生じるベッドから車椅子への車椅子からべ

ツドヘの移乗時の利用者、職員双方の負担軽減を図り、利用者がより安全で快適に離床できる

ことや職員の腰痛を誘発する要因を軽減する。

令和2年8月機器導入事前調査

令和2年9月業者による機器導入説明会・デモンストレーション

令和2年12月機器導入使用方法説明会

導入後1ヶ月使用状況確認

3ヶ月を目安に導入効果検証

【倫理面への配慮】

機器使用前に利用者の不安・プライバシーに十分配慮し、利用者・家族への説明を行い、理解

を得た上で使用する。また、安全に使用できるように、操作方法や活用方法を職員で共有しり

スク管理を行う。

【介護ロボットの導入により達成すべき目標】 （3年間目処）

･移乗介助の身体的・精神的な負担を軽減し、腰痛に伴う業務内容の限定、休職・離職を導入

前より低減させる。

･移乗ふたり介助をひとり介助とすることが可能になり、職員のマンパワー不足を軽減する。

･移乗用吊り下げリフトが身体的理由により使用できない方への対応ができ、利用者のQOL

を拡大する。

【介護ロボットの導入により期待される効果等】

･利用者の移乗介助時に生じる身体的・精神的負担軽減、活動性の向上。

･利用者の移乗介助時に生じる負担や外傷（内出血・表皮剥離）等のリスク軽減。

･職員の移乗介助時に生じる身体的・精神的負担軽減及び腰痛予防。

･移乗ふたり介助をひとり介助とすることが可能になり、職員のマンパワー不足の解消。

・ノーリフトケアの推進によるリクルート効果。


















